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角層バリア障害で
上昇するバイオマーカー
第114回日本皮膚科学会総会から（平成27年5月30日）

　バリア機能を定量的に表す指標を，テー
プストリッピングで得た角層内タンパクか
ら検索した．角層中Galectin-7，HSP27は経
表皮水分蒸散量と正の相関があり，角層内
水分量と負の相関があった．Galectin-7は基
底層に多く存在し，創傷皮膚で誘導され，
HSP27は顆粒層に多く分布し，UVBや界面
活性剤などの外的刺激で増加する．簡便に
採取でき，ぶれの少ない結果が得られるた
め，角層バリアの状態把握に有用である．
「採取部位の炎症の有無や部位による差が
ありそうだが，同じ部位からの検体を治療
前後で比較すれば，有用なマーカーになり
そうだ」．

尋常でない疣贅と
Emberger症候群
第114回日本皮膚科学会総会から（平成27年5月30日）

　成人発症の多発性疣贅で肛門癌を併発．
家族歴なし．肛門癌からはHPVのハイリス
ク型が検出された．骨髄異形成症候群の合
併があり，転写因子であるGATA2遺伝子に
変異を認めた． 常染色体優生遺伝による
GATA2変異が原因の疾患をEmberger症候
群と呼び，感音性難聴，細胞性免疫不全，骨

髄異形成症候群あるいは慢性骨髄性白血病
などの主症状に加え，皮膚では反復性で多
発する疣贅が特徴とされている．
「GATA2は造血幹細胞の増殖や維持に必須
の転写因子で，GATA2異常症としては，単
球減少と非結核性抗酸菌症を伴う免疫不全
症として報告されたのが最初らしい．皮膚
にも色々な症状を起こしてきそうなので，
一応，覚えておこう」．

蕁麻疹様紅斑を伴う
痒疹を何と呼ぶか
第114回日本皮膚科学会総会から（平成27年5月30日）

　26例の慢性に経過する痒疹患者で，臨床
診断を検討した．結節性痒疹とした5例，多
形慢性痒疹とした5例を除く16例が分類不
能であった．16例中，多くの症例では軀幹
および四肢の比較的広範囲に，蕁麻疹様紅
斑を生じ，これらの症例ではTARC値が古
典的2型より高く，ステロイド内服歴があ
る患者が多かった．蕁麻疹様紅斑の消褪し
たあとに苔癬様の局面を形成し，さらに丘
疹紅皮症（太藤）に移行する例もあり，治療
の影響もあり，分類が混沌としている．
「30年来の懸案で，なかなか結論がつかない
ようだ．内臓悪性腫瘍が見つかれば，筋が
通るのだが，決して多くはない．降圧薬，高
脂血症治療薬などの薬剤の影響も否定でき
ない．ただ，痒疹結節に至る理由が“搔破”
であることは間違いないと感じている」．
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BP180抗原C末端に対する
自己抗体を持つ軽症の類天疱瘡
第114回日本皮膚科学会総会から（平成27年5月30日）

　体幹・四肢に散在する弛緩性水疱とびら
んを認める高齢男性．病理組織は表皮下水
疱で，蛍光抗体直接法（DIF）では基底膜に
IgG陽性．間接法（IIF）も基底膜に陽性で320
倍．1M生食によるsplit skinでは，IgGが表
皮側に陽性．抗BP180 NC16a抗体は陰性で，
ウェスタンブロットでは180kdの17型コラ
ーゲン（COL17）リコンビナントC末端領域
に陽性であった．Nc16a抗体添加の培養表
皮細胞は，COL17量が減少したが，C末端抗
体では正常血清とほぼ同等で，COL17の減
少度と臨床的重症度が関連している．
「高齢者の軽症あるいは限局性の水疱はと
きに経験する．最近はBP180Nc16a抗体が
陰性だと，水疱性類天疱瘡疑いで終わりに
してしまうことが多くなったが，以前のよ
うにちゃんと生検をして，DIFをして，正常
皮膚を基質としたIIFをやらないとダメだ
と感じた．コマーシャルでできるといいの
だが」．

ボツリヌス毒で褥瘡を予防する
第114回日本皮膚科学会総会から（平成27年5月31日）

　ボツリヌス毒は，局所皮弁の血行を改善
し，低酸素によるストレスを抑制する働き

があるとされている．マウスの背部を用い
た褥瘡モデルで，ボツリヌス毒の局注は潰
瘍形成を有意に抑制した．褥瘡の予防に有
用かもしれない．
「コストも含めて現実的に使用されること
はなさそうだが，面白い薬理作用である．
多汗症と同じ薬効持続期限かどうかは，ヒ
トでの検証がまだとのことで，不明である」．

ペットボトル症候群と
色素性痒疹
第31回日本臨床皮膚科医会総会から（平成27年6月20日）

　ペットボトル症候群は，潜在性2型糖尿
病患者が，糖質を多く含むソフトドリンク
を多飲することによって生じる一過性のケ
トアシドーシスで，肥満を有する若年男性
に好発する．偏食と不規則な食生活が基盤
にあり，ビタミンB1不足がケトアシドーシ
スを助長する．エネルギー代謝上はダイエ
ットの際と同様，β酸化に依存した不飽和
脂肪酸由来の過酸化脂質の増加があり，そ
れが色素性痒疹の原因となる．しがって，
抗酸化作用のあるミノサイクリンやDDSが
有効である．
「栄養と皮膚病変の関連を判りやすく説明
してもらった．検査で重要なのは，血糖，
HbA1cのほか，尿中ケトン体陽性，浸透圧
利尿に伴う血球数の増加，総蛋白の上昇，
低Na血症を確認すること」．
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